
上：鎌倉建長寺を本山とする臨済宗の禅寺「吉祥寺」本堂から裏庭を臨む。境内にある
百花園の池には水芭蕉も（４月開花）。下左：川場村のブランド米「雪ほたか」のおにぎ
りは『田園プラザ川場』で行列ができる人気ぶり。下右：永井酒造の「MIZUBASHO 
PURE」。川場村の清らかな水を表現する、瓶内二次発酵のスパークリング日本酒だ。

目に眩しい新緑に囲まれた水源のひとつ、武尊山の雪解け水が流れ込む溝又川。川場村
はその名のとおり良質な水場として知られ、かつては沼田城（1532年築城）も川場村か
ら水を引いていた。村には利根川の源流となる一級河川が4つもあるが、溝又川が流れる
一帯の山は地元川場村の酒蔵「永井酒造」が所有し、その環境を大切に守っている。

Photographs by Masahiro OKAMURA(Crossover)  Text by Kanako TESHIGAWARA

写
真
・
岡
村
昌
宏　

文
・
勅
使
河
原
加
奈
子

第
二
の

ふ
る
さ
と
を

探
し
て

第
2
話

ア
イ
デ
ア
村
長
が
め
ざ
し
た
美
し
い
村
づ
く
り

群
馬
県
川
場
村

日本百名山のひとつ、武尊山の南山麓に広がる群馬県川場村。

かつて過疎化に悩んだこの山間の村は、今では年間約330万人の観光客を迎える。

川場村のユニークな発展の歩みには、30年後の未来を見つめた村づくりがあった。

吉祥寺
住所：群馬県利根郡川場村門前860
電話：0278-52-2434
拝観時間：9:00～17:00（最終受付16:00）
拝観料：大人800円

ほたかやま
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首
都
圏
か
ら
北
へ
車
で
約
１
０
０
分
。
山
に
囲
ま

れ
た
田
園
風
景
が
広
が
る
群
馬
県
の
人
口
３
千
人
強

の
小
さ
な
村
、
川
場
が
に
わ
か
に
熱
い
。
な
か
で
も

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
地
ビ
ー
ル
レ
ス
ト

ラ
ン
、
子
ど
も
の
た
め
の
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
や
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
公
園
ま
で
、
20
も
の
施
設
が
集
合
す
る
道
の

駅
『
田
園
プ
ラ
ザ
川
場
』
は
、
週
末
と
も
な
れ
ば
７

つ
あ
る
駐
車
場
は
満
車
と
な
り
、
買
い
物
や
食
事
だ

け
で
は
な
い
〝
遊
べ
る
道
の
駅
〞
と
し
て
、
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
の
よ
う
な
賑
わ
い
だ
。
１
９
７

１
年
は
わ
ず
か
だ
っ
た
観
光
客
が
、
２
０
１
５
年
に

は
年
間
約
２
０
０
万
人
を
数
え
る
ほ
ど
に
発
展
し
た

こ
の
村
に
、
一
体
ど
ん
な
秘
策
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 「
私
の
好
き
な
川
場
の
景
色
を
お
見
せ
し
ま
し
ょ

う
」
と
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、
川
場
村
に
１
８
８

６
年
（
明
治
19
年
）
創
業
の
酒
蔵
「
永
井
酒
造
」
6

代
目
蔵
元
、
永
井
則
吉
さ
ん
。
蔵
か
ら
数
百
メ
ー
ト

ル
下
っ
た
田
ん
ぼ
道
の
真
ん
中
で
車
を
停
め
た
。

 「
か
つ
て
川
場
村
で
は
養
蚕
と
稲
作
が
主
な
産
業
で

し
た
。
田
ん
ぼ
と
桑
畑
が
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
状
に
重
な

っ
て
見
え
る
よ
う
な
景
色
で
し
た
が
、
１
９
６
７
年

（
昭
和
42
年
）、
私
の
父
が
村
長
に
な
り
、
ま
ず
稲
作

に
不
可
欠
な
水
路
を
整
え
、
畦
道
か
ら
農
道
ま
で
を

す
べ
て
舗
装
整
備
し
て
、
現
在
の
圃
場
を
開
拓
し
ま

し
た
。
川
場
村
は
寒
暖
差
が
大
き
く
水
も
豊
か
な
た

め
、
特
に
お
い
し
い
米
が
つ
く
れ
る
の
で
す
」

　

則
吉
さ
ん
の
父
と
は
、
永
井
酒
造
の
３
代
目
蔵
元
、

永
井
鶴
二
氏
の
こ
と
。
当
時
地
方
自
治
体
の
首
長
と

し
て
は
最
年
少
の
31
歳
で
川
場
村
長
と
な
り
、
そ
の

後
４
期
16
年
に
わ
た
っ
て
務
め
た
。

 「
今
か
ら
40
年
以
上
前
に
父
は
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア

の
小
さ
な
村
を
視
察
で
訪
れ
て
い
ま
す
。
大
都
市
で

は
な
く
、
農
業
と
観
光
を
両
立
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
村
づ
く
り
を
見
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
美
し

い
農
場
は
生
産
性
が
高
い
。
そ
れ
は
父
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
し
た
」。「
農
業
＋
観
光
」
で

村
を
活
性
化
す
る
。
こ
の
時
す
で
に
鶴
二
氏
に
は
、

30
年
以
上
先
を
見
据
え
た
村
づ
く
り
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

が
あ
っ
た
の
だ
。
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）
に
は
、

北
海
道
を
走
っ
て
い
た
D
51
を
旧
国
鉄
か
ら
譲
り
受

け
て
村
に
運
び
、『
武
尊
高
原
駅
ホ
テ
ル
S
L
』
を

オ
ー
プ
ン
し
て
話
題
と
な
る
。
た
だ
S
L
を
展
示
す

る
の
で
は
な
く
実
際
に
数
十
メ
ー
ト
ル
走
ら
せ
て
乗

車
で
き
る
ア
イ
デ
ア
も
斬
新
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
村
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
の
は
、

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）
に
東
京
都
世
田
谷
区
と

締
結
し
た「
区
民
健
康
村
相
互
協
力
協
定
」（
通
称「
縁

組
協
定
」）
だ
。「
都
心
か
ら
１
５
０
キ
ロ
圏
内
で
１

０
０
箇
所
以
上
の
自
治
体
が
手
を
挙
げ
た
結
果
、
川

場
村
が
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
区
民
送
迎
の
た
め
、
村

役
場
の
職
員
が
バ
ス
の
運
転
免
許
を
取
得
し
た
ほ
ど
、

父
の
意
気
込
み
は
強
か
っ
た
で
す
」。
そ
の
５
年
後

生産性が高い=機能美。川場村の水
田の区画は定規で線を引いたようにま
っすぐだ。緩やかな段差でつながる
その景色は、日本の田舎、里山の原風
景にヨーロッパの田園風景を重ねたよ
うな独特の美しさを感じさせる。豊富
で良質な水、昼夜の寒暖差がおいし
い米を育む。川場村ではこの景観を守
り伝えていくため、「川場村みんなでつ
くる美しいむら条例」が敷かれている。

東京ドーム1.5倍の敷地を誇る全国有数の道
の駅『田園プラザ川場』は、一日中いても飽き
ない。毎朝約200軒の農家から届く野菜やフ
ルーツのほか、チーズやヨーグルトまでがすべ
てメイド・イン・川場。現在は永井則吉さんの
兄、彰一さんが経営。

D51（デゴイチ）を村に運び入れるため、橋まで掛け替えたという元川場村長、永井
鶴二氏は有言実行の人だった。「第二のふるさと」づくりとして健康村構想を提唱し
た大場啓二元世田谷区長とともに、川場村名誉村民として二人の銅像に会うことが
できる。鶴二氏の哲学は、現村長にまで脈 と々受け継がれている。

1972年（昭和47年）、川場村生
まれ。瓶内二次発酵によるスパ
ークリング日本酒の先駆け「ＭＩ
ＺＵＢＡＳＨＯ ＰＵＲＥ」を開発。
2016年に「一般社団法人ａｗａ
酒協会」を設立、初代理事長
に就任。2021年に国税庁より
「GI利根沼田」の認証を取得。
川場村が誇る幻の米「雪ほた
か」を使用した酒づくりなど、
米文化としての日本酒の可能性
を最大限に引き出し、世界に向
けて発信する。

全国各地の知られざる魅力を
ダイナースクラブの
目利き力をもってお届けします。

※本誌84～85ページを
　あわせてご覧ください。
※2024年11月号で続編を
　お届けします。

「
ア
イ
デ
ア
村
長
」と

呼
ば
れ
た
父
の
教
え
、

〝
道
は
学
ぶ
も
の
に
開
け
る
〞。

「
農
業
＋
観
光
」の
村
づ
く
り

永井酒造　６代目蔵元

永井則吉さん
に
設
立
し
た
『
世
田
谷
区
民
健
康
村
』
に
は
、
区
立

の
小
学
5
年
の
児
童
た
ち
が
移
動
教
室
に
毎
年
や
っ

て
く
る
。
そ
れ
だ
け
で
年
間
約
６
千
人
。
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
田
舎
な
ら
で
は
の
体
験
を
通
じ
、
川
場

村
は
世
田
谷
区
民
に
と
っ
て
世
代
を
超
え
た
「
第
二

の
ふ
る
さ
と
」
と
な
っ
た
。

　

永
井
家
と
川
場
村
の
歴
史
は
、
初
代
当
主
、
永
井

庄
治
が
川
場
の
水
に
惚
れ
込
み
、
長
野
県
か
ら
川
場

に
移
住
し
て
酒
づ
く
り
を
始
め
た
明
治
初
期
に
遡
る
。

永
井
酒
造
が
「
川
場
の
き
れ
い
な
水
」
の
味
わ
い
を

酒
質
の
軸
に
据
え
る
の
に
は
、
そ
う
い
う
理
由
が
あ

っ
た
。「
初
代
当
主
を
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た

川
場
村
を
大
切
に
し
た
い
」。
そ
の
思
い
は
父
・
鶴

二
さ
ん
か
ら
則
吉
さ
ん
に
継
が
れ
、
２
０
２
１
年
に

は
群
馬
県
産
特
定
酵
母
の
み
使
用
、「
幻
の
米
」
と

も
呼
ば
れ
る
川
場
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
雪
ほ
た
か
」
を

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
贅
沢
に
使
っ
た
「
水
芭
蕉 

雪

ほ
た
か
」シ
リ
ー
ズ（
G
I
利
根
沼
田
）が
誕
生
し
た
。

 「
日
本
酒
は
人
と
場
所
と
文
化
を
つ
な
ぐ
も
の
。
お

客
様
を
村
に
お
迎
え
す
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
」。

則
吉
さ
ん
は
、
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
新
た
な
ス
タ
イ

ル
を
導
入
し
、
川
場
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
。

永井酒造　古新館
住所：群馬県利根郡川場村門前713
電話：0278-52-2313　
営業時間：9:00～17:00
定休日：火曜

田園プラザ川場
住所：群馬県利根郡川場村大字萩室385
アクセス：関越自動車道沼田ICから約10分
年中無休

水田に映り込む1994年（平成6年）完成の
「水芭蕉蔵」。大学で建築を学んだ則吉さんも
設計に参加し、蔵の完成とほぼ同時に永井
酒造に入社した。旧蔵はショップ『古新館』
として活用。地元のブランド米でつくる酒「水
芭蕉 雪ほたか」（スパークリング、純米大吟
醸、デザート酒）が購入できるのは、ここ川
場村の永井酒造『古新館』のみ。
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